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１　「事業の実施状況・成果」について

（１）【B】の根拠

　　評価対象年度赤字額が、正味財産額の５％以上であるため、【B】とする。

　　　平成２４年度　４．０５％

　　　平成２５年度　２．８０％

　　　平成２６年度　５．３３％

　　　　（計算）△77,993千円　÷　1,462,538千円　≒　5.33％

（２）特記事項

　①　評価対象年度赤字額77,993,206円には、特定寄付額が含まれている。

　　　　当該特定寄付額　　軽井沢町への道路用地等の寄付（44,696,752円）

　　　（計算）△33,296千円　÷　1,462,538千円　≒　2.27％

　　A評価に該当する。なお正味財産額に占める年度赤字額の割合の減少は継続されている。

　②　当協会が一般社団法人移行時に、平成26年3月25日付けで内閣府により認定された

　　公益目的財産額には、前記①の特定寄付額を含んだ上で認定を受けており、当初計画

　　通りの事業を実施したものである。

　　　軽井沢町への特定寄付額を除いた評価対象年度赤字額は、正味財産額の2．27％となり
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